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目的及び方法、成果の内容 

 

① 目  的 

ME センターでは、5000 台近い医療機器を扱っており、医療機器管理システムを用いて保守管理し

ている。今後も医療機器台数は増加する事が予測され、システム更新も控えております。医療技術

の高度化が進み、機器管理、情報管理を含めた医療安全に関する技術と法規知識が求められるため、

研修会を受講し、ME センターとして、組織的管理を学び、院内全体の医療機器安全運用に寄与す

るため e-ラーニングを受講する 

 

② 方  法 

日本臨床工学技士会主催の医療機器安全に関する講習会・セミナーを受講する。 

血液浄化領域、救急集中領域、手術内視鏡領域、心カテ治療領域、高気圧酸素治療、医療ガス・電波 

の安全管理について学ぶ。 

 

③ 成  果 

16名が受講を修了した。（1名は体調不良で未受講） 

血液浄化領域：血液浄化療法の現状、保守管理、教育研修、感染予防、水質管理、医薬品についての

管理を学んだ。 

救急集中領域：重症疾患患者の集中管理、侵襲的治療や検査が行われており、医療機器の感染防止対

策が重要。IABP,ECMO,の定期的機能点検、故障を想定したバックアップ体制の整備、添付文書記載に

従った消毒が必要。人工呼吸器は使用する装置の機能を理解し、正しく操作する。他の装置同様、保

守点検、パーツ毎の清掃、消毒滅菌を取り扱い説明書に合わせて対応する。持続的血液浄化装置につ

いては、長時間ベッドサイドでしようするため、湿性生体物質による暴露の可能性が高い。感染経路

とならないよう清掃消毒が必要。除細動器の保守管理は、使用後のの点検が重要である。ＡＥＤは設

置管理者、点検担当者を決めて適切な管理が行われる体制が望ましい。手動式肺人工蘇生器は単回か、
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リユースかを理解する。リユースの場合は元の状態に組み立てを正しく行わなければ死亡事故をまね

く。その他、機器の保守管理とともの教育研修の重要性、感染性廃棄物の処理について学んだ。 

心カテ治療領域：放射線を用いた間欠的検査であり、技士にとっても放射線被ばく、針刺し事故、感

染事故、医療機器の不具合などの危険が伴う。適切な知識に基づいて履行しなくてはならないが、そ

れでも避けられないヒューマンエラーに対してリスクマネージメント体制を整備することは義務であ

る。医療機器管理については医療機器プログラムについても規制対象であり、トラブル時に復旧させ

る手段の検討、復旧できない時の対応を明確にしておくことの重要性を学んだ。カテ室に関する安全

対策については各施設でまちまちでインシデントも多いため、予期しないトラブルも想定しながら当

院独自の管理について検討していかねばならない。 

高気圧酸素治療領域：日本高気圧環境潜水医学会の「安全基準」、日本臨床高気圧酸素潜水医学会の「高

気圧酸素治療のガイドライン」を熟読するべき。我が国では 27年間で爆発事故による死者 9名という

事例があり、驚くべきことに、全ての原因がカイロを持ち込んだことによるものだった。 患者・家

族においても所持品の確認は重要である。 

医療ガス・電波利用：技士は他職種と協働で対応していくため、行政や関係団体から周知されている

医療安全情報について理解するとともに、解決の方法についてのスキルを蓄積することが必要。 

 


